
場　所 対　象

所要時間 人　数

時　期 天　候

活動の流れ

想定される
リスク

□天候による場所の変更。
□ガスボンベによる火傷。
□杉板を焼く作業では待ち時間ができてしまうため，安全に作業に取り組めるように順番を
待っている時の指導。

・焼き作業は，責任者の方
で安全管理をしてください。

終　了 □作品を新聞紙に包む

片付け
□使用箇所の清掃
□流しの清掃(のりを洗い流す)

活動内容
(手順)

内　　　　　　　　容 備　　考

事　前
□使用する材料や道具の確認

説　明

□準備物の説明
□作り方の説明
□失敗する書き方も説明（実際にやって見せる）もする
□やけどやけがの注意

制　作

□焼き杉の制作
　　　・杉板にのりで文字・絵を描く
　　　・のりを水で洗い流す。(しっかり洗う)
　　　・ヒートンを付けて完成となる

活動の
教育的効果

　創作活動によって創造力が育まれる。また，自然材料の持つ美しさを感じることができる。

準備する物

少年自然の家が貸出可能な物 団体(個人)が準備する物　※参考

□杉板
□のり
□真鍮ヒートン
□ガスバーナー
□たわし
□雑巾
□千枚通し

□材料費（２００円）
□事前に焼き杉に書く文字や絵を決めておくと作
業がスムーズになる。
□新聞紙（作業の時に敷いたり作品を持ち帰る時
に包んだりすることができる。）
□筆記用具
□軍手

焼き杉板

概　要
(セールスポイント)

　 杉板にのりで文字・絵を描き，のりが乾く
前にガスバーナーで杉板を焼くことで，杉の
焼いた木目と，残った所（文字・絵）のコント
ラストが美しいプレートを作ることができる。

通年 随時

諸条件

創作のやかた，多目的ホール 小学生以上

約１時間30分 １００人程度まで

１５


